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⾸都圏外郭放⽔路は魅惑の空間 “フル稼働”で台⾵ 19 号から街を守っていた 
 
⾸都圏外郭放⽔路（Wikipedia、⽇本の治⽔施設(調整池)） 

埼⽟県春⽇部市の上⾦崎地から⼩渕にかけての延⻑約 6.3km、国道 16 号直下約 50m 地
点に設けられた世界最⼤級の地下放⽔路である。周辺の中川、倉松川、⼤落古利根川、18 号
⽔路、幸松川といった中⼩河川が洪⽔となった時、これらの洪⽔の⼀部を江⼾川に流し、洪
⽔の被害を軽減する。 

1993 年（平成 5 年）3 ⽉に着⼯し、2002 年（平成 14 年）6 ⽉に⼀部供⽤を開始した後、
2006 年（平成 18 年）6 ⽉から全区間の完成と全川の供⽤が開始した。 

公式の愛称は彩⿓の川（さいりゅうのかわ）で、銘板にもその名が刻まれている。メディ
アなどでは地下神殿と呼ばれることが多い。 

利根川⽔系に属する⼀級河川であり、国が直轄管理する⼤⾂管理区間（指定区間外区間）
である。 

2019 年（令和元年）10 ⽉ - 令和元年台⾵第 19 号により容量の 9 割の⽔を貯留した。過
去 3 番⽬に多い貯留量であった。 
 
 
洪⽔を受け⽌めた「地下神殿」…⾸都圏外郭放⽔路が“フル稼働”で台⾵ 19 号から街を守っ
ていた  FNN.jp 編集部  2019 年 10 ⽉ 16 ⽇ 
https://www.fnn.jp/posts/00048550HDK/201910162000_FNNjpeditorsroom_HDK 
台⾵ 19 号により全国各地の河川が氾濫、堤防が決壊 
埼⽟県にある⾸都圏外郭放⽔路が洪⽔を防ぐ⼤きな役割を果たしていた 
今回、江⼾川に 50 メートルプール約 7673 杯分の⽔を排出し洪⽔を防ぐ 

 



 
 
 
 
 
 
 


